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研究成果の概要（和文）：東京国立博物館の既存照明設備を用いて、主に照明環境の現状を把握するため、各展示室の
諸データを計測、収集し、さらに国内外の施設の展示室内の照明環境の計測、調査を行い、比較資料となるデータ収集
ができた。合わせて現状における先進的照明器具の仕様を精査して各種の照明実験を行い、展示環境、文化財への影響
を調査することができた。
　それらの実験、調査結果に基づいて、絵画の制作当時の展示環境を、種々の歴史的資料によって復元的に考察しなが
ら、先進的照明器具である有機LED照明等を用いた文化財展示として、東京国立博物館で開催された特別展等において
実践できた。

研究成果の概要（英文）： By using the existing lighting equipment of the Tokyo National Museum, primarily 
to understand the current state of the lighting environment, measuring the various data of each 
exhibition room, collected, further measurement of the exhibition rooms of the lighting environment of 
domestic and foreign facilities, the survey done, it was able to collect data to be compared with 
materials.
 Based on those experiments, investigation results, we showed it in temporary exhibitions held as 
cultural properties display using the OLED(organic light emitting diode illumination) that was an 
advanced lighting equipment in the special exhibitions of the Tokyo National Museum display environment 
at the time of the production of the picture for being restored to the original state by various kinds of 
historic documents.
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１．研究開始当初の背景 
（1）明治以来、日本絵画は美術館や博物館
などの文化財の展示施設において、ケース内
に設置され、電気照明によって照らされ展示
されることがほとんどである。その照明の多
くは天井方向から、向けられている。その状
況のなかで様々な保存科学的な制限のもと
で、鑑賞者に最適な照明状況が求められてい
るといってよい。 
（2）昨今、LED 照明等のこれまでにない機
器が展示施設に設置される例が多くみられ
るが、国内外の採用状況から、よりよい先進
的な照明手法を広く参照、考察分析する必要
があると考えた。一方で、従来の照明手法（天
井からの照明など）が採用される施設が多く、
また光の性質が変容しているにもかかわら
ず、絵画に対する適切な光の質の考察が十分
になされていないとみなされる例も多く、さ
らには施設側においては、新しい照明機器の 
安全性の確認が不足していると推察される
状況も、まま見られるからである。 
（3）日本の近代以前に描かれた絵画の多く
は、灯光あるいは、自然光の間接光等によっ
て、鑑賞者に提示されていた。そのことを踏
まえれば、現在の展示施設においては、絵画
が制作された当初の照明状況とは異なる環
境で鑑賞者に提示されているといえる。 
（4）以上を踏まえて、本研究は東京国立博
物館及び、国内外の展示施設における照明設
備状況の調査、分析を行い、その調査研究デ
ータをもとに、先進的照明器具を用いながら、 
日本絵画の制作時点における環境を復元的
に検証、提示しようと考えた。 
 
２．研究の目的 

 
３．研究の方法 
（1）東京国立博物館展示室において、輝度
カメラ、分光光度計を用いて、既存の照明器
具で構成される展示照明環境の現状分析を
行う。 
（2）東京国立博物館敷地内の施設、並びに
館外施設の展示室内の光の計測、調査を行い、
比較資料となるデータ収集を行う。 
（3）研究協力社のもとで、LED 照明、有機
EL 照明器具の先進装置を調査、実験を行う。 
（4）歴史的資料の収集とともに、（1）～（3）
の調査、実験結果のデータを考慮、検証する

ことで、絵画の制作当時の状況を復元的に考
察することで可能となり、先進的 LED 照明、
有機 EL 照明を用いた展示室における実際の
展示効果を検証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
（1）現代の展示施設における日本絵画の展
示環境の数々の事例を調査、検討したことで、
主に照明環境面での問題点を見出すことが
できた。 
（2）文化財照明における諸データを収集し
たことで、先進的な LED 照明、有機 EL 照明
等の照明機器の新規開発における新たな仕
様策定を見出すことができた。 
（3）本研究の調査、実験成果をもとに、歴
史的受容環境を復元することで、先進的 LED
照明、有機 EL 照明を用いた展示照明を、東
京国立博物の特別展等において、実際の文化
財展示に反映させることができた。 
 
 

（1）現代の展示施設における日本絵画の展示
環境の事例を調査、検討することで、その問
題点を見出す。 
（2）絵画が制作当初に置かれた場所を、制作
目的、意味機能等の観点から想定する。 
（3）（2）の検討結果をもとに、保存科学的な
安全性を担保した先進的照明機器によって歴
史的受容環境を復元し、絵画史、保存科学、
展示デザイン各分野を総合した多元的な考察
によって、その展示環境の当否を検討、提示
する。 

東京国立博物館敷地内の春草蘆内の輝度分布画像 

特別展「鳥獣戯画─京都 高山寺の至宝─」（2015 年・東京
国立国博物館）における有機 EL照明実験 

「支倉常長像と南蛮美術」（2014 年・東京国立博物館)
における照明実験 
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